
独立行政法人国立病院機構四国がんセンター
遺伝子組換え実験安全委員会規程
（目　　的）
第１条　この規程は、独立行政法人国立病院機構四国がんセンター遺伝子組換え実験安全規則第２条の（６）に基づき、遺伝子組換え実験の実験計画について、当該実験を実施することの妥当性等を調査・審議することを目的とする。
（委員会の構成）
第２条　委員会は、院長が指名する委員によって構成する。
２　委員会に委員長及び副委員長を１名ずつ置き、委員長及び副委員長は院長が委員の中から指名する。
３　委員長は、必要に応じ委員以外の者や有識者の出席を求め、意見を聞くことが出来る。有識者は当院の職員以外の者から複数選任するものとし、院長がこれを行う。
（報　　告）
第３条　委員会は、遺伝子組換え実験計画書（以下「実験計画書」という。）について、その実験計画書が遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律（平成１５年６月１８日法律第９７号）及び研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年１月２９日文部科学省・環境省令第１号）、その他の関係法令に基づき、当該実験の妥当性等を調査・審議し、その結果を委員会の意見を付して院長に報告しなければならない。
ただし、委員長が、委員会に諮る必要がないと判断した場合、並びに、委員すべてから意見・疑義がない旨の文書が提出されている場合は、稟議により行うことが出来る。
（委員会の招集）
第４条　委員会は、必要に応じ委員長が招集する。
（記録・保管）
第５条　委員会には議事録を備え、臨床研究推進事務局が記録・保管する。
附　則
１　この規程は、平成１２年２月１日から施行する。　
２　平成１８年４月１日改訂する。
３　平成２１年４月１日改訂する。

４　平成２３年４月1日改訂する。

　　５　平成２８年１０月１日改訂する。
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